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集合住宅といった一般的なテーマをʪ一般特集ʫ、日本に

関する内容のみが組まれるのをʪ日本特集ʫと定義した。

2-2. 題材の内容ɹɹ次に、作品や思想といった各記事に

おける日本と関連する内容を題材として抽出した。抽出

した題材を、建築家の設計した建築や都市計画を扱う〔建

築作品〕、建築と関連した芸術や文化、社会などの幅広い

内容を扱う〔建築関連〕と建築家・デザイナーなどの〔人

物〕の３つに分類した（表２）。

2-3. 記事の種類と構成の形式の変遷 ここで前節で検討

した日本関連記事の種類と構成の形式の変遷を図 2 の上

段、題材の内容の変遷を同下段にまとめた。まず記事の種

類と構成の形式についてみると、50'Sと80'Sでは『主要部』

の記事数は全体の７割以上占めており、他の時代では『主

要部』・『非主要部』が主に半数にみられた。『主要部』に

おいて 80'S から、徐々に [ 評論 ] への形式の偏りがみら

れ、特に 00'S 以降に [ 評論 ] の数大きく増加しているこ

とが分かった。また、表 4 が示すように、本人が著した

[ 論文 ] に関し、年代毎に２回以上註2) 掲載された建築家の

人数は 80'S に一番多く見られ、その時代に日本人建築家

の思想や考え方への関心も高まったと考えられる。次に

日本関連記事の特集形式の変遷に着目すると、50'S、60'S

と 80'S においてʪ日本特集ʫの記事も一番多くみられる

ものの、90'S 以降その数が大きく減少したことから、日

いった様々な記事（以下、日本関連記事）に取り上げられ

ている。まず雑誌の構成から、主要なトピックを扱う部

分を『主要部 、その他部分を『非主要部』と大別し、表

２のようにそれぞれの日本関連記事を 作品紹介 ][ 評論 ]

[ 論文 ] と [ ニュース ][ イベント・書評 ][ レビュー ] に分

類した。次に記事構成の形式を、日本関連記事をあるテー

マの特集に組まれる特集形式と、単一の記事で構成される

単独形式に分類した。さらに、特集形式において、美術館、

1. 序

ɹ第二次世界大戦後に独自の発展を遂げた日本の建築は、

海外メディアで取り上げられ、世界の建築に少なからず

影響を与えてきた。そうしたメディアの編集方針や情報

の扱い方は、日本建築の国際的評価における重要な側面

であり、そこから海外メディアが日本建築とそれを内包

する日本文化を、如何なる価値をもって取り上げたかを

読み取ることができる。そこで本研究では、欧米の主要

な建築誌註１）に掲載された日本建築及び日本に関連する

内容が含まれる記事に着目し、それらの構成と題材の分

析及び通時的考察を通して、戦後の海外での日本建築に

対する評価の変遷を捉えることを目的とする。

2. 日本関連記事の構成と題材の変遷

2-1. 記事の種類と特集の形式ɹɹ日本に関する内容は図

1 の分析例に示すように、ニュースや批評、作品の解説と



本建築に対する見方が一般化されてきたと考えられる。

2-4. 題材の内容の変遷ɹɹ次に題材の内容の変遷につい

てみると、総じて『主要部』において〔建築作品〕が一

番多く占めることに対し、『非主要部』では〔建築関連〕・ 

〔人物〕の割合が 60'S から 80'S にかけて大きく増加して

おり、その後も〔建築作品〕より大きな割合を占めている。

2-5. 建築作品における掲載状況の変遷ɹɹここで〔建築

作品〕について、掲載数を年代毎にまとめたのが表５で

ある。『主要部』・『非主要部』にかかわらず、公共建築は

90 年代の『非主要部』を除き各年代を通じて一番多くみ

られた。住宅の掲載数に着目すると、『主要部』におい

て 50'S から 70'S まで公共建築の掲載数に比べ約 1/4 し

か占めていないものの、80'S から 10'S にかけては掲載量

が大幅に増え、公共建築の掲載数の半分前後にみられた。

また、80 年以降、プロジェクトやインテリアといった他

の種類の作品の掲載量も増え、幅広い範囲で日本建築作

品が取り上げられていることが分かった。

3. 日本的タームの意味内容ɹ

ɹ本章では、『主要部』において第三者による〔作品紹介〕

と〔評論〕に着目し、その内容から海外において日本建

築のどのような側面が取り上げられているかについて検

討する。図 1 の分析例を見ると、 「日本庭園」や「純粋な

形」のように、具体的に日本建築のどのような事柄につ

いて着目しているかを読み取ることができる。ここでは、

記事のタイトルと要約においてみられる日本に関する内

容を日本的タームとし、その内容を図 3 にまとめた。ま

ず日本的タームは着目された事柄により、《建築的側面》

《都市的側面》《文化的側面》（以下、《建築》《都市》《文

化》）という具体的な的水準と、時代的文脈を問題にして

いる 伝統的側面 註 3) 現代的側面 （以下、 伝統

現代 ）という水準をもつものとして捉えられた。さらに、

意味内容の相互に関連する 17 の意味内容のまとまり分

類した。そのうち、【両義性】【文化】は 伝統 ・ 現代

を横断し、【環境】【混沌】【メタボリズム】では《建築》・《都

市》を横断する。さらに【精神性】は 伝統 ・ 現代 《建

築》・《文化》を横断し 【イメージの投影】では 伝統 ・

現代 《建築》・《都市》を横断しており、これらは幅広

い側面をもつまとまりとして捉えられる。

4. 日本的タームの意味内容の変遷

ɹ本章では、以上で検討した日本的タームの意味内容を

通時的に考察することで、戦後日本建築の国際的評価の

変容を明らかにすることを目的とする。



註１）ɹ研究対象とな建築誌を選ぶの主な基準として、歴史が⾧く且つ記事は英語で書

くことであり、そのデータをまとめたのは表１である。

註 2）ɹ50 年代論文掲載回数は丹下健三の一回のみのため、ここで集計対象にした。

註 3）ɹここの《伝統》では本当の伝統建築や古い風習だけでなく、モダニズムが相対化

されたと考えられる伝統の意味も含まれている。

4-1. 日本的タームの有無とその数の推移ɹɹここで、日

本的タームの有無と、 伝統 ・ 現代 においてまとまり

ごとのターム数及び《建築》・《都市》・《文化》の割合の

変遷を図 4 にまとめた。まず日本的タームの言及がみら

れない割合は割合が 70'S から 80'S にかけて大きく減少

しており、その後も全体の 3 割り前後を占めている。次

に、言及ありの場合 現代 の総数が 伝統 の約 2 倍

の数を示しており、60'S までで 現代 が 伝統 より

多いものの、70'S 以降では 伝統 の数が 現代 の数

と逆転している。さらに詳しく見ると、 現代 において

80'S と 00'S では、前の時代に比べ大きく増加しており、

10'S では再びに減少していることが分かった。一方 伝

統 では、70 年代で極端に減少していたが、全体として

現代 ほど大きな変化は見られなかった。以上のことか

ら、海外において日本の伝統的価値を認めながら、70'S

から 00'S にかけて日本建築における現代的価値も評価さ

れるようになり、一方 10'S 以降では、日本建築に対する

見方が一般化される傾向があるといえる。

4-2.《建築》《都市》《文化》の割合の推移ɹɹ次に、各年

代ごとの《建築》《都市》《文化》の割合について検討する。

ここで、 伝統 ・ 現代 にかかわらず《建築》のほうが

圧倒的多いため、《都市》と《文化》の変化に着目すると、

伝統 において全体の割合が通時的に大きな変化が見ら

れないことに対し、現代 では 60'S と 80'S において、《都

市》の数は前の時代に比べ大きく増加する特徴的な傾向

がみられた。その背景には、60'S ではメタボリストが都

市計画を中心にその理念が多く紹介され、80'S では日本

の都市問題を扱った記事が増えたためだと考えられる。

4-3. 伝統的側面における意味内容の変遷ɹɹ次に、図 4

の上段における 伝統 の内容の変遷に着目すると、上

位の 4 位においては《都市》がみられなかったが、60'S

を除き、各年代ごとに《文化》が入っていることが分かっ

た。さらにその内訳を見ると、若干順位の変化があるも

のの、60'S から 10'S にかけて上位においては大体【イメー

ジの投影】【精神性】【両義性】【思想】この四つのまとま

りである。特に【イメージの投影】の "Traditonal motif"

では 現代 の数が増える中、80'S から 10'S にかけも最

も多くみられた。これらのまとまりはいずれも日本人の

感性や日本伝統の空間概念が投影される意味をもつこと

から、その評価の根底にはエクゾティシズムがみられる。

4-4. 現代的側面における意味内容の変遷ɹɹ次に、図

4 の下段における 現代 の内容の変遷を着目し、上位

の 6 位においては各年代に《都市》の内容がみられ、そ

のうち 60'S、80'S と 90'S では《都市》が３つ入ってい

る。また、50'S、60'S と 10'S では上位に《文化》がみら

れ、特に 10'S に関しては東日本大震災などの日本の社会

問題に対する関心が高まったためだと考えられる。詳し

く見ると、 伝統 に対し 現代 上位に入るまとまり

の種類と順位が時代の変化と伴い大きく変化しているこ

とが分かった。まず 伝統 と同じように、常に上位に

入るまとまりとして【精神性】と【イメージの投影】が

挙げられる。"Minimal living" や "Genius loci"、"Artifi cial  

nature" について内容が多くみられ、 現代 においても

日本人特有の自然観や都市観への関心が高いといえる。

ɹ一方【空間の質】【技術】【環境】【人間性】では、い

ずれも 70'S 以降に数が急増し、上位に入ったまとまり

である。そのうち、【空間の質】では 70'S から 10'S に

かけも最も多くみられ、そのうち "Light & Shadows"、

"Transparency"、"Simple & Pure" などの内容が多くみら

れた。また【技術】の増加には 70'S 以降日本建築におけ

る高い構造技術力についての紹介が増えたためだと考え

られる。さらに【環境】【人間性】では、両方とも人間

が密接した生活環境と関わっており、"Harmonious with 

environment"、"Links the user and outside"が示すように、

80'S から 10'S にかけて、日本人建築家の都市環境及び人

間活動との関係性を考慮した設計姿勢は高く評価される

傾向がみられる。

ɹまた、【メタボリズム】【混沌】【状況】 といった時

代の背景と特徴を反映するまとまりも時々上位に入っ

た こ と が み ら れ る。"Metabolic planning"、"Chaos"、

"Earthqukes & Reconstruction" が示したように、日本建

築に対するの評価は時代背景に大きく影響されることが

分かった。

5. 結

ɹ以上、本論では、海外の建築誌における日本関連記事

の構成と題材の分析及び通時的考察をし、さらに日本的

タームの意味内容と合わせて検討することで、日本建築

の海外での評価を経年的に把握した。その結果、時代の

変化を伴わず一定の 伝統 から、技術や環境、そして

空間の質を代表とする 現代 へ、戦後日本建築の国際

的評価の移りかわりを捉えることができた。ɹ




